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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　挿入部と、把持部および操作部本体を含む操作部と、を備える内視鏡において、
　電源手段と、
　前記操作部本体と前記挿入部との間に配設された前記把持部の内部に設けられ、前記電
源手段からの電力の供給を受けて照明光を照射するＬＥＤユニットと、
　前記電源手段からの電力の供給を受けて被検体像を撮像し画像信号に変換する撮像手段
と、
　前記電源手段からの電力の供給を受けて前記画像信号を記録する記録手段と、
　前記操作部に一体に設けられ、前記電源手段からの電力の供給を受けて前記撮像手段か
らの画像信号又は前記記録手段から読み出した信号が入力され当該入力信号に基づく画像
を表示する画像表示手段と、
　前記記録手段から前記画像表示手段への信号の入力を検出する検出手段と、
　前記検出手段の検出結果に基いて前記電源手段からの前記光源装置又は前記撮像手段の
うち少なくともいずれか一方への電力供給を制御する制御手段と、
　上記記録手段によって記録済みの画像信号に基く画像を上記画像表示手段を用いて再生
表示する際に操作する画像再生操作手段と、
　を具備し、
　前記ＬＥＤユニットは、前記操作部内における、前記操作部本体に対して前記挿入部寄
りの位置に配設された前記把持部の内部に配設されたことを特徴とする内視鏡。
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【請求項２】
　前記制御手段は、前記検出手段から入力される検出信号の変化に応じて前記光源装置又
は前記撮像手段の少なくともどちらか一方への電力の供給を制御することを特徴とする請
求項１に記載の内視鏡。
【請求項３】
　前記制御手段は、前記検出手段からの信号が入力された場合に、前記光源装置又は前記
撮像手段のうち少なくともいずれか一方への電力の供給を遮断することを特徴とする請求
項１又は請求項２のいずれかに記載の内視鏡。
【請求項４】
　前記制御手段は、前記検出手段からの信号の入力がない場合に、前記光源装置又は前記
撮像手段のうち少なくともいずれか一方への電力の供給を遮断することを特徴とする請求
項１又は請求項２のいずれかに記載の内視鏡。
【請求項５】
　上記画像表示手段は、上記挿入部の基端部の延出方向とは離反する方向に向けて画像表
示面が配置されていることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、内視鏡、詳しくは表示装置を一体に備えバッテリー駆動により携帯使用に
適した内視鏡に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、医療用分野及び工業用分野においては、細長の挿入部を観察対象物に挿入す
ることにより、その内部を光学的に観察したり、必要に応じて挿入部の挿通チャンネル内
に挿入した処置具等を用いて各種の処置等をおこなうことができるように構成した内視鏡
が広く普及している。例えば、医療用分野では、体腔内に挿入部を挿入することによって
、食道，胃，小腸，大腸等の消化管や肺等の気管等の内部を観察し、必要に応じて処置具
を用いた各種の治療処理等を行なうことができるようにした内視鏡が実用化されている。
【０００３】
　このような従来の内視鏡においては、撮像素子を有する撮像ユニットを内蔵した電子式
の内視鏡が、例えば特開２００５－２１１２０４号公報等によって種々提案されている。
【０００４】
　上記特開２００５－２１１２０４号公報等によって開示されている内視鏡は、小型の表
示装置を一体に備えると共に、小型蓄電池等のバッテリーを有して構成されている。そし
て、このバッテリーからの電力供給を受けて稼動し得るように構成されている。このよう
な構成により、当該公報による内視鏡は、携帯して使用するのに適したものとなっている
。
【０００５】
　この内視鏡においては、例えば撮像ユニットを用いて体腔内を観察する撮像動作時には
、光源装置，撮像ユニット，データ記録装置，画像表示装置等に対して電源装置からの電
力を供給し、照明光を照射させ、撮像素子を駆動させ、記録媒体への記録動作を行ない、
画像信号を表示させるための各種の制御が行なわれる。この場合において、内視鏡では、
光源装置への電力供給による照明光の照射は、撮像動作時には常に必要な動作となってい
る。
【特許文献１】特開２００５－２１１２０４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところが、上記特開２００５－２１１２０４号公報等によって開示されているような構
成からなる従来の内視鏡においては、撮像動作時以外の他の動作時、例えば記録済みの画
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像データに基づいて画像表示装置に画像を表示させる再生動作時にも、光源装置への電力
供給が継続してなされており、照明光は照射され続けている。したがって、この内視鏡に
おいては、バッテリーの電力を無駄に消耗してしまう場合があるという問題点があった。
【０００７】
　本発明は、上述した点に鑑みてなされたものであって、その目的とするところは、電源
手段からの電力の供給を効率的に行なうことにより、電源手段の消耗を抑制することので
きる内視鏡を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために、本発明による内視鏡は、挿入部と、把持部および操作部本
体を含む操作部と、を備える内視鏡において、電源手段と、前記操作部本体と前記挿入部
との間に配設された前記把持部の内部に設けられ、前記電源手段からの電力の供給を受け
て照明光を照射するＬＥＤユニットと、前記電源手段からの電力の供給を受けて被検体像
を撮像し画像信号に変換する撮像手段と、前記電源手段からの電力の供給を受けて前記画
像信号を記録する記録手段と、前記操作部に一体に設けられ、前記電源手段からの電力の
供給を受けて前記撮像手段からの画像信号又は前記記録手段から読み出した信号が入力さ
れ当該入力信号に基づく画像を表示する画像表示手段と、前記記録手段から前記画像表示
手段への信号の入力を検出する検出手段と、前記検出手段の検出結果に基いて前記電源手
段からの前記光源装置又は前記撮像手段のうち少なくともいずれか一方への電力供給を制
御する制御手段と、上記記録手段によって記録済みの画像信号に基く画像を上記画像表示
手段を用いて再生表示する際に操作する画像再生操作手段と、を具備し、前記ＬＥＤユニ
ットは、前記操作部内における、前記操作部本体に対して前記挿入部寄りの位置に配設さ
れた前記把持部の内部に配設されたことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、電源手段からの電力の供給を効率的に制御することにより、電源手段
の消耗を抑制することのできる内視鏡を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、図示の実施の形態によって本発明を説明する。
【００１１】
　図１，図２は、本発明の一実施形態の内視鏡の構成を示す外観斜視図である。このうち
、図１は当該内視鏡の背面側から見た際の全体の外観を示している。図２は、当該内視鏡
の正面側から見た際の操作部近傍の外観を示している。図３は、本実施形態の内視鏡の内
部構成の概略を示すブロック構成図である。
【００１２】
　図１に示すように、本実施形態の内視鏡１は、先端が観察部位に挿入される挿入部２と
、この挿入部２の基端側に連設され当該挿入部２の先端の湾曲操作を行なうための各種の
操作部材等を具備する操作部３と、この操作部３の上端側に配設され内視鏡観察画像等を
表示する表示装置４等によって主に構成されている。
【００１３】
　挿入部２は、可撓性を有する細長い形状からなり、操作部３の先端側に連設されている
。この挿入部２の先端側には、硬質部材で形成される先端部５と、この先端部５の基端側
に連設される湾曲部６と、この湾曲部６に先端側が連設され基端側が操作部３の先端側に
連設される可撓部７とによって構成されている。
【００１４】
　操作部３は、使用者が把持する把持部８と、この把持部８の基端に設けられる操作部本
体９とによって構成されている。
【００１５】
　把持部８は、棒状に形成されており、使用者が親指とその他の指とで包み込むように握
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ることで内視鏡１全体を把持し得るような形態となっている。そのために、使用者が把持
部８を手で握ったときに、親指を除く他の指が並んで配置されるのと同方向に沿うように
、把持部８の長手方向が設定されている。また、把持部８の中程の部位には、鉗子等の処
置具を挿入するための鉗子挿入口１０が配設されている。
【００１６】
　なお、把持部８の内部には、光源装置である白色ＬＥＤユニット３６が配設されている
（図２，図３参照）。この白色ＬＥＤユニット３６は、後述する電源手段からの電力の供
給を受けて照明光を照射するための光源装置として機能する。
【００１７】
　操作部本体９には、体液等の液体を吸引するための吸引口金１１と、内視鏡１の水漏れ
検査等を行なう際に当該内視鏡１の内部に空気を送るための通気口金１２と、挿入部２の
内部に挿通される操作ワイヤ（図示せず）を介して湾曲部６を所望の方向に湾曲させるた
めの湾曲操作レバー１３等が配設されている。
【００１８】
　吸引口金１１には、図示しないチューブを介して吸引装置（図示せず）が接続されるよ
うになっている。この吸引口金１１は、操作部本体９の前面側（図２参照）に設けられる
吸引ボタン１１ａの根元部から延設されている。使用者は、吸引装置を作動させ、吸引ボ
タン１１ａを押圧操作することにより吸引口金１１を通じて体液等を吸引することができ
るようになっている。
【００１９】
　通気口金１２には、図示しないチューブを介して給気装置（図示せず）が接続されるよ
うになっている。使用者は、給気装置を作動させて、通気口金１２から内視鏡１の内部に
向けて空気を送り込むことにより、当該内視鏡１の内部の水漏れ検査を行なうことができ
るようになっている。
【００２０】
　湾曲操作レバー１３は、使用者が把持部８を握った手の親指で操作できるように把持部
８の近傍に配置されている。この湾曲操作レバー１３は、略Ｌ字形状からなり、短腕部１
３ｂが操作部本体９の一側面に対して軸１４を支軸として回動自在に軸支されている。ま
た、湾曲操作レバー１３の長腕部１３ａは、上記短腕部１３ｂの一端に連設され、操作部
本体９の背面側（図１参照）に周り込むようにして配置されている。これにより、使用者
は、把持部８を握った手の親指の腹によって湾曲操作レバー１３の長腕部１３ａを操作す
ることができるようになっている。この場合において、湾曲操作レバー１３の長腕部１３
ａの操作方向は、操作部３の長手方向に沿う方向となる。つまり、湾曲操作レバー１３は
、長腕部１３ａを手の親指にて上下方向（操作部３の長手方向）に押し引きする操作によ
って操作部３の内部を挿通する複数の操作ワイヤのいずれかに張力を作用させ、これによ
り湾曲部６を二方向に自在に湾曲させることができるようになっている。
【００２１】
　また、操作部３の前面側には、図２に示すように当該内視鏡１により取得される内視鏡
観察画像を記録制御回路４４（後述する。図３参照）を用いて所定の形態で記録する際の
操作部材となる画像記録スイッチ１５ａと、記録した内視鏡観察画像を表示装置４を用い
て再生表示する際の操作部材となる画像再生スイッチ１５ｂとからなる画像スイッチ１５
が設けられている。
【００２２】
　そして、操作部３の上面側には、表示装置４が一体に連設されている。この表示装置４
は、略直方体形状からなる装置本体１８と、この装置本体１８の外面上に配設される各種
の構成部材により構成される。
【００２３】
　装置本体１８の一側縁部には、平面を有して形成されるチルト（Ｔｉｌｔ：傾倒）角度
可変レバー（以下、単にチルトレバーという）１９が延設されている。このチルトレバー
１９は、例えば使用者が把持部８を把持した状態において手の親指にて操作し得る位置に
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形成されている。
【００２４】
　装置本体１８の上面には、内視鏡観察画像を表示する画像表示手段であり、例えば液晶
表示素子（ＬＣＤ：Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）等からなる表示素
子２１と、電源手段（詳細は後述する。図３参照）からの電力が供給されているとき（電
源オン時）に点灯するパワー表示灯２３と、内視鏡観察画像の記録形態（モード）を静止
画像を記録する静止画像記録モードに設定する静止画記録選択スイッチ２４と、内視鏡観
察画像の記録形態（モード）を動画像を記録する動画像記録モードに設定する動画記録選
択スイッチ２５等が配設されている。
【００２５】
　また、装置本体１８の一側面には、主電源スイッチ２２が設けられている。この主電源
スイッチ２２が設けられる一側面とは反対側の側面には、バッテリー４７（図３参照）や
メモリーカード等の記憶媒体（図示せず）を当該装置本体１８の内部の所定の部位に対し
て着脱するために開閉自在に形成される開閉蓋２６が配設されている。
【００２６】
　なお、装置本体１８に配設される上述の構成要素は、水密が保持された構造となってい
る。
【００２７】
　次に、本実施形態の内視鏡１における内部構成について、図３を用いて以下に説明する
。なお、図３においては、本発明に直接的に関連する構成部材のみを図示し、その他の構
成要素については図示を省略している。したがって、以下の説明では、図３に示される構
成部材のみについて詳述し、本発明に関連しない構成については、従来の一般的な内視鏡
と同様であるものとして、それらの説明は省略する。
【００２８】
　図３に示すように、本実施形態の内視鏡１において、先端部５の前面には、被検体１０
０の像を形成する光束を入射させるための観察窓３２と、照明光を被検体１００に向けて
出射するための照明窓３４が配設されている。
【００２９】
　先端部５の内部において観察窓３２の後方には、撮像光学系の一部を構成する撮像用の
対物レンズ３１が配設されている。
【００３０】
　この対物レンズ３１の後方には、イメージガイド３３の先端面が対向するように配設さ
れている。これにより、観察窓３２から入射して対物レンズ３１を透過した光束がイメー
ジガイド３３の先端面から入射するようになっている。
【００３１】
　イメージガイド３３は、挿入部２及び操作部３の内部に挿通配置されている。このイメ
ージガイド３３の基端面は、操作部３に連設される表示装置４の結像レンズ４１に対向す
るように配設されている。これにより、イメージガイド３３の先端面に入射した光束は、
当該イメージガイド３３を介して基端面より出射して、結像レンズ４１へと入射するよう
になっている。
【００３２】
　一方、先端部５の内部において照明窓３４の後方には、ライトガイド３５の先端面が配
設されている。
【００３３】
　ライトガイド３５は、挿入部２及び操作部３の内部に挿通配置されている。このライト
ガイド３５の基端面は、操作部３（の把持部８）の内部に配設される白色ＬＥＤユニット
３６に対向するように配設されている。
【００３４】
　他方、表示装置４は、上述したように操作部３の上面側に一体に連設されている。この
表示装置４は、上述の結像レンズ４１を含む各種の構成要素、即ち撮像素子４２と、撮像
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素子制御回路４３と、記録制御回路４４と、表示素子制御回路４５と、上述のＬＣＤ等の
表示素子２１と、給電制御回路４６と、電源であるバッテリー４７と、検出手段４８等に
よって主に構成されている。
【００３５】
　撮像素子４２は、結像レンズ４１の後方において、これに対向するように配設されてい
る。撮像素子４２は、例えばＣＣＤやＣＭＯＳ等の光電変換素子からなる撮像手段である
。つまり、この撮像素子４２は、後述する電源手段からの電力の供給を受けて、結像レン
ズ４１により形成される被検体１００の光学像を受けて撮像し、これを画像信号に変換す
る光電変換処理を行なって、当該被検体像に基づく画像信号を生成する撮像手段である。
【００３６】
　撮像素子制御回路４３は、撮像素子４２による光電変換処理により生成された画像信号
を受けて各種の信号処理を行なったり、撮像素子４２の駆動制御信号等を撮像素子４２へ
と伝達する制御回路である。そのために、撮像素子制御回路４３は、信号線ａを介して撮
像素子４２と電気的に接続されている。
【００３７】
　記録制御回路４４は、電源手段からの電力の供給を受けて、撮像素子制御回路４３から
の画像信号を受信して所定の記録媒体等（特に図示せず）に記録するのに最適な形態の記
録用画像データを生成しこれを自身の内部に備えた記録媒体等（図示せず）に記録する記
録手段としての役目をしたり、当該記録媒体等に記録済みの画像データを読み出して表示
素子制御回路４５へと出力する再生手段としての役目をする制御回路である。そのために
、記録制御回路４４は、信号線ｄを介して撮像素子制御回路４３と電気的に接続されてい
る。これと共に、記録制御回路４４は、信号線ｅを介して表示素子制御回路４５とも電気
的に接続されている。また、この記録制御回路４４は、信号線ｆを介して給電制御回路４
６と電気的に接続されている。
【００３８】
　なお、この記録制御回路４４は、特に図示していないが、例えば画像データ等を記録す
る記録媒体等を含んで構成されている。この記録媒体等としては、例えばカード形状から
なり着脱自在の半導体メモリ等や、当該記録制御回路４４において一体に固設される半導
体メモリ等、各種の形態の媒体を適用し得る。
【００３９】
　そして、記録制御回路４４に対しては、上述した静止画記録選択スイッチ２４，動画記
録選択スイッチ２５等からの指示信号や、操作部３に設けられる上記画像スイッチ１５（
画像記録スイッチ１５ａ及び画像再生スイッチ１５ｂ）からの指示信号等が入力されるよ
うになっている。
【００４０】
　検出手段４８は、上記記録制御回路４４（記録手段）から出力される信号を検出するも
のである。上述したように、画像再生スイッチ１５ｂが操作されると、その指示信号を受
けて記録制御回路４４は、記録媒体等に記録済みの画像データを読み出して表示素子制御
回路４５へと出力する（図３の信号線ｅ参照）。この場合において、検出手段４８は、記
録制御回路４４から画像データが出力された旨の検出信号を図３の信号線ｆを介して受け
取ることにより検出する。また、検出手段４８は、例えば画像記録スイッチ１５ａや画像
再生スイッチ１５ｂが使用者によって操作されることで生じる指示信号を検出する。
【００４１】
　表示素子制御回路４５は、電源手段からの電力の供給を受けて、撮像素子制御回路４３
又は記録制御回路４４のいずれかからの画像信号を受信して所定の信号処理を行ない表示
素子２１を用いて表示するのに最適な形態の表示用画像信号を生成する制御回路である。
そのために、表示素子制御回路４５は、信号線ｃを介して表示素子２１と電気的に接続さ
れている。
【００４２】
　表示素子２１は、表示素子制御回路４５から出力される表示用画像信号を受けて、受信
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した画像信号に応じた画像を表示画面上に表示する画像表示手段である。この表示素子２
１としては、上述したように、例えば液晶表示素子（ＬＣＤ）等が適用される。
【００４３】
　給電制御回路４６は、例えば充電式電池等からなるバッテリー４７からの電力の供給を
受けて、表示装置４内の上述の各構成要素や白色ＬＥＤユニット３６等への電力供給を制
御する制御回路である。この給電制御回路４６は、例えば主電源スイッチ２２等を含んで
構成されている。したがって、給電制御回路４６は、例えば主電源スイッチ２２等からの
指示信号や、上記各構成要素等からの信号を受けて、受信した信号に応じた電力供給の制
御を適宜行なうようになっている。ここで、給電制御回路４６とバッテリー４７とは、電
源手段として機能している。
【００４４】
　また、給電制御回路４６は、上記検出手段４８による検出結果に基いて電源手段からの
白色ＬＥＤユニット３６（光源装置）又は撮像素子４２（撮像手段）のうちの少なくとも
いずれか一方に対する電力供給を制御する制御手段としての機能を有している。
【００４５】
　なお、上記検出手段４８は、給電制御回路４６とは別体に設けて構成しているが、この
構成とは別の形態として、例えば検出手段４８を給電制御回路４６の内部に含んで構成す
るようにしてもよい。
【００４６】
　また、図３においては、各構成要素間を結ぶ実線のうち信号線は細い実線で示し、電力
を供給する給電線を太い実線で示している。
【００４７】
　また、上述の内視鏡１における構成例では、撮像素子４２（撮像手段）を表示装置４（
画像表示手段）の内部に設け、白色ＬＥＤユニット３６（光源装置）を操作部３の内部に
配設した例を示しているが、両構成要素の配置は、これに限ることはない。
【００４８】
　例えば、内視鏡１において、撮像手段と光源装置とを挿入部２の先端部５の内部に配置
するような構成としてもよい。
【００４９】
　また、内視鏡１において、撮像手段と光源装置とのいずれか一方を先端部５の内部に配
置し、他方を操作部３や表示装置４の内部に配置するような構成等、さまざまな配置の組
み合わせを適宜適用することは容易である。
【００５０】
　このように構成された本実施形態の内視鏡１の作用を以下に説明する。
【００５１】
　本内視鏡１は、使用者による主電源スイッチ２２の所定の操作、例えば押圧操作等によ
り電源がオン状態になる。つまり、使用者が主電源スイッチ２２のオン操作を行なうと、
その旨の指示信号が発生する。この指示信号を受けて給電制御回路４６は、バッテリー４
７からの電力を、本内視鏡１の各構成要素のそれぞれに対して適宜供給する制御を行なう
。これにより、本内視鏡１は起動する。ここで、本内視鏡１が起動する時には、通常の場
合、静止画を記録するための静止画像記録モードが設定されるものとする。この静止画像
記録モードとは、通常状態では撮像素子４２等の撮像動作により連続的に取得される像を
、順次連続的に表示素子２１を用いて表示させることにより動画像として表示させ続ける
と共に、任意のときに使用者が画像記録スイッチ１５ａを操作するとその時点における画
像が静止画像として記録し得るようにした動作形態（モード）である。
【００５２】
　即ち、本内視鏡１の起動時においては、まず、給電制御回路４６の制御によって供給さ
れるバッテリー４７からの電力は、例えば撮像素子４２，撮像素子制御回路４３等の撮像
系の回路に対して供給される。これにより、撮像素子４２等が駆動されることによる撮像
動作が開始される。ここで行なわれる撮像動作は、撮像素子４２による光電変換処理と、
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この撮像素子４２の光電変換処理により生成された画像信号を受けて行なわれる撮像素子
制御回路４３による各種の画像信号処理である。ここで、撮像素子制御回路４３によって
行なわれる画像信号処理としては、例えば撮像素子４２からの画像信号（アナログ信号）
をデジタル信号に変換するアナログ－デジタル変換処理（Ａ／Ｄ変換処理）と、これによ
り生成されるデジタル画像信号についてのデジタル画像信号処理等である。そして、撮像
素子制御回路４３は、生成した画像信号を表示素子制御回路４５に対して出力する。
【００５３】
　これと同時に、表示素子２１，表示素子制御回路４５等の画像表示に関する回路に対し
ても、バッテリー４７からの電力が供給される。これにより、表示素子制御回路４５は、
上記撮像素子制御回路４３から出力されるデジタル画像信号を受けて、表示素子２１を用
いて表示するのに最適となる形態の表示用画像信号を生成する。表示素子２１は、表示素
子制御回路４５からの表示用画像信号を受けて、同信号に基づく画像を表示画面上に表示
する。
【００５４】
　同時に、バッテリー４７からの電力は、記録制御回路４４等のデータ記録に関する回路
に対しても供給される。これにより、記録制御回路４４は、表示装置４の静止画記録選択
スイッチ２４，動画記録選択スイッチ２５等からの指示信号や、操作部３の画像スイッチ
１５（画像記録スイッチ１５ａ及び画像再生スイッチ１５ｂ）からの指示信号を監視する
待機状態となる。
【００５５】
　さらに同時に、バッテリー４７からの電力は、白色ＬＥＤユニット３６に対しても供給
される。すると、白色ＬＥＤユニット３６は、照明光の発光動作を開始する。これによっ
て、当該照明光は、ライトガイド３５を介して内視鏡１の挿入部２の先端面の照明窓３４
から前方に向けて照射される状態となる。
【００５６】
　このように、本内視鏡１は、起動するとすぐに、撮像素子４２等による撮像動作が開始
されると共に、表示素子２１等による画像表示動作が開始され、同時に白色ＬＥＤユニッ
ト３６による照明光照射動作が開始される。
【００５７】
　このように撮像可能状態にある内視鏡１を、使用者は例えば体腔内等の被観察部位に向
ける。これにより、使用者は所望の観察検査等を行なうことができることになる。
【００５８】
　このとき当該内視鏡１における表示装置４の表示画面には、撮像素子４２等の撮像動作
による内視鏡観察画像が表示される。使用者は、この表示画面を見ながら内視鏡１の挿入
操作等を行なう。そして、使用者が画像記録を所望する部位がある場合には、そこで使用
者は内視鏡１の挿入操作を一時停止して、操作部３の画像記録スイッチ１５ａの所定の操
作、例えば押圧操作を行なう。すると、記録制御回路４４は、画像記録スイッチ１５ａか
らの指示信号を受けて所定の画像記録動作を実行する。
【００５９】
　即ち、画像記録スイッチ１５ａによる指示信号を受けて記録制御回路４４は、まず撮像
素子制御回路４３に対して画像記録動作を実行する旨の指示信号を伝送する。これを受け
て撮像素子制御回路４３は、当該指示信号を受けた時点（画像記録スイッチ１５ａの指示
信号が発生した時点）において撮像された画像信号を、記録制御回路４４に向けて出力す
る。これを受けて記録制御回路４４は、撮像素子制御回路４３からの画像信号を自己の内
部に有する内部メモリ等に一時的に記憶する。そして、この画像信号に対して記録媒体に
対して記録するのに最適な画像信号処理、例えば信号圧縮処理等を実行して所定の形態の
画像データを生成する。こうして生成された画像データは、当該記録制御回路４４に接続
される記録媒体等に対して記録される。
【００６０】
　なお、記録制御回路４４による静止画像データの記録動作が実行されている間、撮像動
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作及び照明光照射動作は継続して実行されている。
【００６１】
　次に、本内視鏡１が静止画像記録モードで動作しているときに、表示装置４の動画記録
選択スイッチ２５が使用者により操作されると、当該動画記録選択スイッチ２５により生
じる指示信号を受けて記録制御回路４４は、撮像素子制御回路４３に対して所定の制御信
号、即ち記録モードを静止画像記録モードから動画像記録モードへと切り換えるための制
御信号を伝送する。これを受けて撮像素子制御回路４３は、撮像素子４２の駆動制御を、
静止画像記録モードに応じた駆動制御から動画像記録モードに応じた駆動制御へと切り換
える。これにより、撮像素子４２は、動画像を記録するための駆動制御による動作を開始
する。具体的には、例えば撮像素子制御回路４３は、撮像素子４２から受け取った画像信
号を順次信号処理した後、表示素子制御回路４５へ出力すると同時に、記録制御回路４４
に対しても順次出力する。これを受けて記録制御回路４４は、自己の内部に有する内部メ
モリに対して順次一時的に記録を行なう。そして、画像記録スイッチ１５ａからの指示信
号が発生した時点から再度画像記録スイッチ１５ａからの指示信号が発生するまでの間の
画像信号について、所定の信号処理を施してデータ化し、その結果生成される動画像デー
タを記録媒体に記録する。この動画像記録モードにおいて、動画像データの記録動作が実
行されている間は、撮像動作及び照明光照射動作は継続して実行されている。
【００６２】
　また、本内視鏡１が動画像記録モードで動作しているときに、表示装置４の静止画記録
選択スイッチ２４が使用者により操作されると、当該静止画記録選択スイッチ２４により
生じる指示信号を受けて記録制御回路４４は、撮像素子制御回路４３に対して所定の制御
信号、即ち記録モードを動画像記録モードから静止画像記録モードへと切り換えるための
制御信号を伝送する。これを受けて撮像素子制御回路４３は、撮像素子４２の駆動制御を
、動画像記録モードに応じた駆動制御から静止画像記録モードに応じた駆動制御へと切り
換える。これにより、撮像素子４２は、静止画像を記録するための駆動制御による動作を
開始する。具体的には、例えば撮像素子制御回路４３は、撮像素子４２から受け取った画
像信号を順次信号処理した後、表示素子制御回路４５へ出力しつつ、記録制御回路４４か
らの画像記録スイッチ１５ａの指示信号を待機する。そして、画像記録スイッチ１５ａの
指示信号が発生したら、その時点における一画像分の画像信号を記録制御回路４４に対し
ても出力する。これを受けて記録制御回路４４は、自己の内部に有する内部メモリに対し
て一時的に記録を行ない、この画像信号についての所定の信号処理を施してデータ化し、
その結果生成される静止画像データを記録媒体に記録する。この静止画像記録モードにお
いて、静止画像データの記録動作が実行されている間も、撮像動作及び照明光照射動作は
継続して実行されている。
【００６３】
　ここで、静止画像記録モードにおいて、静止画像データの記録動作が実行されている間
も、撮像動作及び照明光照射動作は継続しているものとしたが、例えば省電力化のために
記録動作の実行中には、撮像動作及び照明光照射動作のうち少なくともいずれか一方を停
止させるようにしてもよい。つまり、静止画像記録モードにおいて、画像記録スイッチ１
５ａの操作が検出手段４８により検出されると、その検出結果に応じて撮像素子４２とＬ
ＥＤユニット３６との少なくともいずれか一方への給電を制御するように、検出手段４８
及び給電制御回路４６を構成してもよい。
【００６４】
　このように、使用者は、静止画記録選択スイッチ２４と動画記録選択スイッチ２５との
いずれかを所望のときに任意に操作することで、内視鏡１における二つの記録モード、即
ち静止画像記録モードと動画像記録モードとを切り換えて、所望の画像データを取得する
ことになる。
【００６５】
　次に、本内視鏡１が記録モード、即ち静止画像動作モード又は動画像動作モードのいず
れかに設定されているときに、使用者が画像再生スイッチ１５ｂの操作を行なうと、本内
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視鏡１は、再生モードに移行する。
【００６６】
　即ち、画像再生スイッチ１５ｂからの指示信号が生じると、これを受けて記録制御回路
４４は、記録媒体に記録されている画像データのうち最新の画像データを読み出して、こ
れを伸張処理した後、表示素子制御回路４５へと出力する。これを受けて表示素子制御回
路４５は、表示に適する形態の画像信号を生成するべく所定の信号処理を行なって、生成
した画像信号を表示素子２１へと出力する。これを受けて表示素子２１は、対応する画像
の表示を行なう。
【００６７】
　この場合において、記録媒体に記録されている最新の画像データが静止画像データの場
合には、表示素子制御回路４５は、通常の静止画像に対する信号処理を行なう。これによ
り、表示素子２１の表示画面には、対応する静止画像が表示される。一方、記録媒体の最
新の画像データが動画像データである場合には、記録制御回路４４は、当該動画像データ
の最初の１フレーム分の画像データに対応する画像信号のみを表示素子制御回路４５へと
出力する。表示素子制御回路４５は、これを受けて通常の静止画像に対する信号処理を行
なう。これにより、表示素子２１の表示画面には、動画像データの最初の１フレーム分の
画像データに対応する静止画像が表示される。
【００６８】
　このとき、記録制御回路４４の検出手段４８は、当該記録制御回路４４（記録手段）か
ら表示素子制御回路４５を介して表示素子２１（画像表示手段）に対する信号が出力され
たことを検出する。この検出手段４８による検出結果は、給電制御回路４６へと伝達され
る。これを受けて給電制御回路４６は、上記検出手段４８による検出結果に基いて再生モ
ードに対応した電力供給制御を行なう。
【００６９】
　即ち、給電制御回路４６は、撮像素子４２（撮像手段）及び撮像素子制御回路４３と、
白色ＬＥＤユニット３６（光源装置）とに対するバッテリー４７（電源手段）からの電力
の供給を遮断する制御（オフ制御）を行なう。ここで、記録制御回路４４と表示素子２１
及び表示素子制御回路４５に対する電力供給は継続してなされるよう制御される。これに
より、撮像素子４２等による撮像動作と、白色ＬＥＤユニット３６による照明光照射動作
は、共に一時的に停止する。
【００７０】
　なお、本実施形態においては、スイッチ操作を簡略化するために、画像再生のスイッチ
（１５ｂ）を一つにしているが、例えば、再生モードにおいて任意の画像データを読み出
したり、動画像の再生や停止を行なう等、再生機能を拡張するための各種の操作スイッチ
を内視鏡１に追加してもよい。この場合も上述と同様のオフ制御が行なわれる。
【００７１】
　次に、本内視鏡１が再生モードで動作しているときに、使用者により画像記録スイッチ
１５ａの所定の操作、例えば半押し操作等がなされたり、あるいは画像再生スイッチ１５
ｂを再度押圧操作すると、本内視鏡１は、記録モードに復帰する。この場合において、静
止画像記録モードと動画像記録モードとの何れの動作モードに復帰するか否かは、この再
生モードでの動作が行なわれる以前に設定されていた動作モードによる。
【００７２】
　上述のように、内視鏡１が再生モードで動作中に画像記録スイッチ１５ａの半押し操作
等に基づく所定の指示信号が生じると、これを受けて記録制御回路４４の検出手段４８は
、当該記録制御回路４４（記録手段）から表示素子制御回路４５への信号の出力が途絶し
たことを検出する。または、検出手段４８は、同時に撮像素子制御回路４３から表示素子
制御回路４５への撮像信号の入力が開始されたことを検出する。つまり、ここで検出手段
４８は、表示素子制御回路４５に入力する画像信号が、記録制御回路４４からのものであ
るか、もしくは撮像素子制御回路４３からのものであるかを検出する。
【００７３】
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　この検出手段４８による検出結果は、給電制御回路４６へと伝達される。これを受けて
給電制御回路４６は、上記検出手段４８による検出結果に基いて記録モードに対応した電
力供給制御を行なう。
【００７４】
　即ち、給電制御回路４６は、撮像素子４２及び撮像素子制御回路４３と、白色ＬＥＤユ
ニット３６とに対するバッテリー４７からの電力の供給を行なう制御（オン制御）を実行
する。ここで、記録制御回路４４と表示素子２１及び表示素子制御回路４５に対する電力
供給は継続してなされるよう制御される。これにより、撮像素子４２等による撮像動作と
、白色ＬＥＤユニット３６による照明光照射動作とが共に開始され、撮像素子４２等によ
る撮像動作の結果生成される画像信号を受けて表示素子２１等による画像表示動作も開始
される。また、このとき同時に、記録制御回路４４は、静止画記録選択スイッチ２４，動
画記録選択スイッチ２５，画像スイッチ１５（画像記録スイッチ１５ａ及び画像再生スイ
ッチ１５ｂ）等からの指示信号を監視する待機状態となる。
【００７５】
　以上説明したように上記一実施形態によれば、内視鏡１が使用可能な状態にあるときに
、使用者が記録モードと再生モードとの間で動作モードの切り換え操作を行なった場合の
動作モードの切換制御において、設定した動作モードに応じて構成要素に対する電力の供
給制御を切り換えるようにしている。
【００７６】
　これにより、本内視鏡１が記録モードで動作する状態には、給電制御回路４６は、撮像
系，表示系，照明系のそれぞれを構成するいずれの構成要素に対しても電力の供給を行な
う制御を実行する。一方、本内視鏡１が再生モードで動作する状態では、給電制御回路４
６は、撮像系及び照明系のそれぞれの構成要素、即ち撮像素子４２，撮像素子制御回路４
３，白色ＬＥＤユニット３６に対する電力供給を遮断する制御を行なう。
【００７７】
　したがって、動作モードを記録モードから再生モードに切り換えたときには、機能させ
なくともよい構成要素に対する電力供給を遮断することで、無駄な電力消費を抑制するこ
とができ、よって、バッテリー４７の消耗を抑えることができる。
【００７８】
　また、動作モードを再生モードから記録モードへと切り換えたときには、必要となる構
成要素の全てに電力が供給されるように切り換え制御がなされるので、動作モードを切り
換えるだけで、煩雑な手順を踏まずに即座に通常の撮像動作を開始することができる。
【００７９】
　なお、上述の一実施形態において、給電制御回路４６（制御手段）は、検出手段４８に
よる検出結果に基いて再生モードに対応した電力供給制御を行なうものとしている。この
場合においての給電制御回路４６による電力供給制御は、撮像素子４２（撮像手段）及び
撮像素子制御回路４３と、白色ＬＥＤユニット３６（光源装置）とに対するバッテリー４
７（電源手段）からの電力の供給を遮断する制御（オフ制御）としている。しかし、これ
に限ることはなく、白色ＬＥＤユニット３６（光源装置）又は撮像素子４２（撮像手段）
のうちの少なくともいずれか一方に対する電源手段からの電力供給を制御するようにすれ
ばよい。
【００８０】
　ところで、上述の一実施形態では、記録制御回路４４の内部に、当該記録制御回路４４
（記録手段）から表示素子制御回路４５を介して表示素子２１（画像表示手段）に対する
信号が出力されたか否かを検出する検出手段４８を設け、この検出手段４８の検出結果に
基いて給電制御回路４６は、電源手段からの光源装置又は撮像手段（のうち少なくともい
ずれか一方への）電力供給を制御するようにしている。
【００８１】
　この動作モードの切り換えを検出する手段としては、上述の例に限ることはなく、他の
信号の入出力を検出するようにしてもよい。
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【００８２】
　例えば、検出手段４８は、撮像素子制御回路４３から出力される撮像素子４２の駆動オ
フ信号を検出するようにし、その検出結果を給電制御回路４６へと伝達する。これを受け
て給電制御回路４６は、例えば撮像系や照明系の構成要素への電力供給を遮断するように
制御する。
【００８３】
　このような手段によっても、上記一実施形態と同様の電力供給制御を行なうことができ
、同様の効果を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００８４】
【図１】本発明の一実施形態の内視鏡の背面側から見た際の全体の構成を示す外観斜視図
。
【図２】図１の内視鏡の正面側から見た際の操作部近傍の構成を示す外観斜視図。
【図３】図１の内視鏡の内部構成の概略を示すブロック構成図。
【符号の説明】
【００８５】
１……内視鏡
２……挿入部
３……操作部
４……表示装置
１５……画像スイッチ
　１５ａ……画像記録スイッチ
　１５ｂ……画像再生スイッチ
２１……表示素子
２４……静止画記録選択スイッチ
２５……動画記録選択スイッチ
３６……白色ＬＥＤユニット
４２……撮像素子
４３……撮像素子制御回路
４４……記録制御回路
４５……表示素子制御回路
４６……給電制御回路
４７……バッテリー
４８……検出手段
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